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志
木
市
か
ら
志
木
都
市
計
画
生
産
緑
地
地
区
の
変
更
に
係
る
図
書
の
写
し
の
送
付
を
受
け
た
の

で
、
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同

法
第
二
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
当
該
図
書
の
写
し
を
埼
玉
県
環
境
部
み
ど
り
自
然
課
に
お

い
て
縦
覧
に
供
す
る
。 
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越
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計
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産
緑
地
地
区
の
変
更
に
係
る
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書
の
写
し
の
送
付
を
受
け
た
の

で
、
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同

法
第
二
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
当
該
図
書
の
写
し
を
埼
玉
県
環
境
部
み
ど
り
自
然
課
に
お

い
て
縦
覧
に
供
す
る
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一
月
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十
九
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埼
玉
県
告
示
第
千
二
百
五
十
五
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生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
第
四
十
九
条
及
び
第
五
十
五
条
第
一
項

の
規
定
に
よ
る
医
療
扶
助
並
び
に
中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
並
び
に
永
住
帰
国
し

た
中
国
残
留
邦
人
等
及
び
特
定
配
偶
者
の
自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律
（
平
成
六
年
法
律
第
三
十

号
）
第
十
四
条
第
四
項
に
お
い
て
そ
の
例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
た
生
活
保
護
法
第
四
十
九
条
及
び

第
五
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
医
療
支
援
給
付
の
た
め
の
医
療
を
担
当
す
る
機
関
又
は
施
術

を
担
当
す
る
機
関
と
し
て
、
次
の
者
を
指
定
し
た
。 
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上 
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指
定
医
療
機
関 

薬
局
マ
ツ
モ
ト
キ
ヨ
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春
日
部
梅
田
店 

高
柳
歯
科
医
院 

東
松
山
い
い
は
な
フ

ァ
ミ
リ
ー
歯
科 

岡
野
歯
科
医
院 

長
嶋
医
院 

草
加
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ

内
科
・
糖
尿
病
ク
リ

ニ
ッ
ク 名 

 

称 

株
式
会
社
マ
ツ
モ

ト
キ
ヨ
シ 

 

髙
柳 

篤
史 

永
吉 

泰
雄 

医
療
法
人
社
団
仁

慈
会 

長
嶋 

𠮷
郎 

医
療
法
人
Ｓ
Ｐ
Ｇ 

開 

設 

者 

名 

春
日
部
市
梅
田
二
―
四
―
二
二 

幸
手
市
中
三
―
一
四
―
四 

東
松
山
市
六
軒
町
一
七
―
一
七 

ふ
じ
み
野
市
鶴
ヶ
舞
一
―
一
八
―

一
八 

飯
能
市
坂
石
町
分
二
三
七
―
二 

草

加

市

栄

町

二

―

一

一

―

九 

松
原
ツ
イ
ン
タ
ワ
ー
ビ
ル
Ａ
棟
三

階
・
四
階 所 
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地 

令
和
四
年
十
一

月
一
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和
四
年
十
一

月
一
日 

令
和
四
年
十
一

月
一
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令
和
四
年
十
月

一
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平
成
三
十
年
七

月
一
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令
和
四
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十
月

一
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指

定

年

月
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護
ス
テ
ー
シ
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や
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幸
手 

ふ
れ
あ
い
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問
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テ
ー
シ
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護
ス
テ
ー
シ
ョ
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看
護
ス
テ
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シ
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レ
イ
ユ
薬
局
坂
戸
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ァ
イ
ン
薬
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熊

谷
宮
前 

ク
リ
エ
イ
ト
薬
局
飯

能
東
町
店 

薬
局
マ
ツ
モ
ト
キ
ヨ

シ 

所
沢
小
手
指
店 

ド
ラ
ッ
グ
セ
イ
ム
ス

柳
瀬
川
薬
局 

な
ご
み
薬
局 

遠
藤
薬
局
み
さ
と
彦

成
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株
式
会
社
フ
ァ
ー

ス
ト
ナ
ー
ス 

株
式
会
社
は
な
わ

社
会
福
祉 

株
式
会
社
Ｓ
Ｕ
Ｎ

Ａ
Ｉ
，
ｓ 

株
式
会
社
Ｅ
Ｎ
Ｓ

Ｏ
Ｌ
Ｅ
Ｉ
Ｌ
Ｌ
Ｅ 

株
式
会
社
Ｇ
Ｒ
Ｉ

Ｔ 株
式
会
社
フ
ァ
イ

ン
フ
ァ
ー
マ
シ
ー 

株
式
会
社
ク
リ
エ

イ
ト
エ
ス
・
デ
ィ

ー 株
式
会
社
マ
ツ
モ

ト
キ
ヨ
シ 

株
式
会
社
富
士
薬

品 澁
谷
薬
局
合
同
会

社 株
式
会
社
遠
藤
薬

局 

幸
手
市
北
一
―
一
一
―
六
ハ
イ
ム

フ
ジ
Ｂ
一
〇
二
号
室 

本
庄
市
西
富
田
六
三
四
―
一 

上
尾
市
錦
町
九
―
八 

久
喜
市
吉
羽
一
―
三
八
―
一
六 

坂
戸
市
中
小
坂
八
九
九
―
三
一 

熊
谷
市
宮
前
町
一
―
一
三
九 

飯
能
市
東
町
三
二
―
一 

所
沢
市
小
手
指
町
一
―
一
五
―
一 

志
木
市
柏
町
六
―
二
八
―
二
二 

三
郷
市
鷹
野
三
―
二
六
〇
―
二 

三
郷
市
彦
成
二
―
三
七
七
―
一 

令
和
四
年
十
月

一
日 

令
和
四
年
七
月

一
日 

令
和
四
年
十
月

一
日 

令
和
四
年
十
一

月
一
日 

令
和
四
年
十
月

一
日 

令
和
四
年
十
月

一
日 

令
和
四
年
十
一

月
一
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令
和
四
年
十
月

一
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和
四
年
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一

月
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和
四
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月

一
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和
四
年
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一

月
一
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指
定
施
術
機
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平
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亜

希

子 藤
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留

之

介 倉
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宏
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高
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利
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室
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拓
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地 

秀
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訪
問
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療
マ
ッ
サ

ー
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Ｋ
Ｅ
ｉ
Ｒ

Ｏ
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久
喜
ス
テ

ー
シ
ョ
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ア
ッ
ピ
ー
治
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ッ
ピ
ー
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訪
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鍼
灸
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サ
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父
ス
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接
骨
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ー
ソ
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ル
サ
ポ
ー
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フ
ル
ケ
ア
狭
山
接

骨
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施 
 

術 
 

所 

久
喜
市
久
喜
中
央
二
―
四
―
二

六
コ
バ
ヤ
シ
ハ
ウ
ス
二
〇
三 

上
尾
市
二
ツ
宮
九
六
四
―
一 

上
尾
市
二
ツ
宮
九
六
四
―
一 

秩
父
市
中
町
三
―
一
六
ベ
ス
ト

電
器
ヤ
オ
秩
父
店
二
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児
玉
郡
上
里
町
七
本
木
二
六
四

七
―
一
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山
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五
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十
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和
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一
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和
四
年
十
月

一
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和
四
年
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和
四
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二
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県
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千
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百
五
十
六
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生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
第
四
十
九
条
及
び
第
五
十
五
条
第
一
項

並
び
に
中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
並
び
に
永
住
帰
国
し
た
中
国
残
留
邦
人
等
及
び

特
定
配
偶
者
の
自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律
（
平
成
六
年
法
律
第
三
十
号
）
第
十
四
条
第
四
項
に

お
い
て
そ
の
例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
た
生
活
保
護
法
第
四
十
九
条
及
び
第
五
十
五
条
第
一
項
の
規

定
に
よ
る
指
定
医
療
機
関
又
は
指
定
施
術
機
関
か
ら
、
次
の
と
お
り
変
更
の
届
出
が
あ
っ
た
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護
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律
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四
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四
十
九
条
及
び
中
国
残
留
邦
人
等
の

円
滑
な
帰
国
の
促
進
並
び
に
永
住
帰
国
し
た
中
国
残
留
邦
人
等
及
び
特
定
配
偶
者
の
自
立
の
支
援

に
関
す
る
法
律
（
平
成
六
年
法
律
第
三
十
号
）
第
十
四
条
第
四
項
に
お
い
て
そ
の
例
に
よ
る
も
の

と
さ
れ
た
生
活
保
護
法
第
四
十
九
条
の
規
定
に
よ
る
指
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療
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関
か
ら
、
次
の
と
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ナ
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科
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尿
病
ク
リ
ニ
ッ
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比
企
郡
吉
見
町
久
保
田
一
九
〇
一
―
二 

熊
谷
市
佐
谷
田
二
一
二 

ふ
じ
み
野
市
鶴
ヶ
舞
一
―
一
八
―
一
八 

戸
田
市
新
曽
一
八
九
七
―
三
・
一
階 

入
間
市
下
藤
沢
一
二
九
二
―
一
〇 

飯
能
市
坂
石
町
分
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三
七
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草
加
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町
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一
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ツ
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六
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局
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谷

宮
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店 

か
み
や
薬
局 

な
ご
み
薬
局 

高
柳
歯
科
医
院 

坂
戸
市
中
小
坂
八
九
九
―
三
一 

東
松
山
市
大
字
東
平
一
八
八
八
―
一 

熊
谷
市
宮
前
町
一
―
一
三
九 

鴻
巣
市
上
谷
六
八
三
―
二 

三
郷
市
鷹
野
三
―
二
六
〇
―
二 

幸
手
市
中
三
―
一
四
―
四 

令
和
四
年
九
月
三
十

日 令
和
四
年
七
月
三
十

一
日 

令
和
四
年
九
月
三
十

日 令
和
四
年
七
月
三
十

一
日 

令
和
四
年
九
月
三
十

日 令
和
四
年
十
月
十
四

日 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
千
二
百
五
十
八
号 

生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
第
四
十
九
条
及
び
中
国
残
留
邦
人
等
の

円
滑
な
帰
国
の
促
進
並
び
に
永
住
帰
国
し
た
中
国
残
留
邦
人
等
及
び
特
定
配
偶
者
の
自
立
の
支
援

に
関
す
る
法
律
（
平
成
六
年
法
律
第
三
十
号
）
第
十
四
条
第
四
項
に
お
い
て
そ
の
例
に
よ
る
も
の

と
さ
れ
た
生
活
保
護
法
第
四
十
九
条
の
規
定
に
よ
る
指
定
医
療
機
関
か
ら
、
次
の
と
お
り
辞
退
の

届
出
が
あ
っ
た
。 

 
 

令
和
四
年
十
一
月
二
十
九
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 

  

安
田
歯
科
医
院 

名 
 

称 

蕨
市
中
央
四
―
二
―
一
七 

所 
 

在 
 

地 

令
和
四
年
十
一
月
三
十
日 

辞

退

年

月

日 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
千
二
百
五
十
九
号 

生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
第
五
十
四
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ

る
介
護
扶
助
の
た
め
の
居
宅
介
護
等
及
び
中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
並
び
に
永
住

帰
国
し
た
中
国
残
留
邦
人
等
及
び
特
定
配
偶
者
の
自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律
（
平
成
六
年
法
律

第
三
十
号
）
第
十
四
条
第
四
項
に
お
い
て
そ
の
例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
た
生
活
保
護
法
第
五
十
四

条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
介
護
支
援
給
付
の
た
め
の
居
宅
介
護
等
を
担
当
す
る
機
関
と
し 

て
、
次
の
者
を
指
定
し
た
。 

 
 

令
和
四
年
十
一
月
二
十
九
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 
 

 
 

 

鶴
ヶ
島
池
ノ
台

病
院 

名
称 

鶴
ヶ
島
市
脚
折

一
四
四
〇
―
二 

所
在
地 

医
療
法
人
菊
一

会 

開
設
者
名 

介
護
予
防
居
宅

療
養
管
理
指
導 

介
護
予
防
訪
問

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン 

介
護
予
防
訪
問

看
護 

居
宅
療
養
管
理

指
導 

訪
問
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン 

訪
問
看
護 

サ
ー
ビ
ス
の
種
類 

令
和
四
年
十
月
一

日 

指
定
年
月
日 



 

ふ
た
ば
薬
局 

ひ
ま
わ
り
薬
局 

本
町
店 

ゆ
か
り
薬
局 

オ
レ
ン
ジ
薬
局 

明
戸
大
塚
医
院 

医
療
法
人
社
団

東
光
会 

在
宅

専
門
診
療
所 

戸
田
中
央
ト
ー

タ
ル
ケ
ア
ク
リ
ニ

ッ
ク 

深
谷
市
上
柴
町

西
二
―
一
二
―

一
七 

北
本
市
本
町
四

―
二
〇
―
二 

東
松
山
市
大
谷

四
〇
九
二
―
五 

東
松
山
市
新
宿

町
七
―
一
九 

熊
谷
市
川
原
明

戸
五
六
九 

戸
田
市
本
町
一

―
二
四
―
七 

有
限
会
社
ケ
ー

ジ
ー
エ
フ 

有
限
会
社
エ

ム
・
ア
イ
・
イ
ー 

有
限
会
社
ア
ド

ニ
ス 

井
上 

辰
憲 

医
療
法
人
麻
葉

会 医
療
法
人
社
団

東
光
会 

 

介
護
予
防
居
宅

療
養
管
理
指
導 

居
宅
療
養
管
理

指
導 

介
護
予
防
居
宅

療
養
管
理
指
導 

居
宅
療
養
管
理

指
導 

介
護
予
防
居
宅

療
養
管
理
指
導 

居
宅
療
養
管
理

指
導 

介
護
予
防
居
宅

療
養
管
理
指
導 

居
宅
療
養
管
理

指
導 

介
護
予
防
居
宅

療
養
管
理
指
導 

居
宅
療
養
管
理

指
導 

介
護
予
防
居
宅

療
養
管
理
指
導 

居
宅
療
養
管
理

指
導 

令
和
四
年
十
月
一

日 令
和
四
年
十
月
一

日 令
和
四
年
九
月
一

日 令
和
四
年
八
月
一

日 平
成
二
十
六
年
四

月
七
日 

令
和
四
年
八
月
一

日 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
千
二
百
六
十
号 

生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
第
五
十
四
条
の
二
第
一
項
及
び
中
国
残

留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
並
び
に
永
住
帰
国
し
た
中
国
残
留
邦
人
等
及
び
特
定
配
偶
者
の

自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律
（
平
成
六
年
法
律
第
三
十
号
。
以
下
「
中
国
残
留
邦
人
等
支
援
法
」

と
い
う
。
）
第
十
四
条
第
四
項
に
お
い
て
そ
の
例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
た
生
活
保
護
法
第
五
十
四

条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
介
護
機
関
（
同
条
第
二
項
及
び
中
国
残
留
邦
人
等
支
援
法
第

十
四
条
第
四
項
に
お
い
て
そ
の
例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
た
生
活
保
護
法
第
五
十
四
条
の
二
第
二
項

の
規
定
に
よ
り
同
条
第
一
項
の
指
定
を
受
け
た
も
の
と
み
な
さ
れ
た
介
護
機
関
を
含
む
。
）
か
ら
、

次
の
と
お
り
変
更
の
届
出
が
あ
っ
た
。 

 
 

令
和
四
年
十
一
月
二
十
九
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 
 

 
 

医
療
法
人
社
団
み
ず

の
会 

訪
問
看
護
ス

テ
ー
シ
ョ
ン 

す
ず
ら

ん ひ
ま
わ
り
薬
局 

株
式
会
社
福
祉
協
同

サ
ー
ビ
ス 

三
郷
営

業
所 

医
療
法
人
麻
葉
会 

あ
け
と
ク
リ
ニ
ッ
ク 

名
称 

事
業
所
所

在
地 

事
業
所
所

在
地 

事
業
所
名

称 事
業
所
名

称 変
更
事
項 

所
沢
市
中
新
井

二
―
八
七
―
二 

北
本
市
北
本
宿

一
九
六
―
七 

株
式
会
社
福
祉

共
同
サ
ー
ビ
ス 

中
央
営
業
所 

明
戸
大
塚
医
院 

 

変
更
前 

所
沢
市
中
新
井

四
―
二
七
―
一

五 北
本
市
緑
三
―

二
九
一 

株
式
会
社
福
祉

共
同
サ
ー
ビ
ス

三
郷
営
業
所 

医
療
法
人
麻
葉

会 

あ
け
と
ク

リ
ニ
ッ
ク 

 
変
更
後 

訪
問
看
護 

 

介
護
予
防
訪
問
看
護 

居
宅
療
養
管
理
指
導 

 

介
護
予
防
居
宅
療
養
管

理
指
導 

福
祉
用
具
貸
与 

 

特
定
福
祉
用
具
販
売 

 

介
護
予
防
福
祉
用
具
貸

与 
 

特
定
介
護
予
防
福
祉
用

具
販
売 

居
宅
療
養
管
理
指
導 

 
介
護
予
防
居
宅
療
養
管

理
指
導 

サ
ー
ビ
ス
の
種
類 



 

ベ
ス
ト
ケ
ア
レ
ジ
デ
ン

ス
羽
衣 

上
里
町
社
会
福
祉
協

議
会
居
宅
介
護
支
援

セ
ン
タ
ー 

上
里
町
社
会
福
祉
協

議
会
ヘ
ル
パ
ー
ス
テ
ー

シ
ョ
ン 

事
業
所
所

在
地 

事
業
所
所

在
地 

事
業
所
所

在
地 

児
玉
郡
神
川
町

新
里
一
六
三
―

二
三 

児
玉
郡
上
里
町

七
本
木
九
三
〇 

児
玉
郡
上
里
町

七
本
木
九
三
〇 

児
玉
郡
神
川
町

新
里
一
八
六
―

六 児
玉
郡
上
里
町

七
本
木
五
五
九

一 児
玉
郡
上
里
町

七
本
木
五
五
九

一 

特
定
施
設
入
居
者
生
活

介
護 

 

介
護
予
防
特
定
施
設
入

居
者
生
活
介
護 

居
宅
介
護
支
援 

訪
問
介
護 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
千
二
百
六
十
一
号 

生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
第
五
十
四
条
の
二
第
一
項
及
び
中
国
残

留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
並
び
に
永
住
帰
国
し
た
中
国
残
留
邦
人
等
及
び
特
定
配
偶
者
の

自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律
（
平
成
六
年
法
律
第
三
十
号
。
以
下
「
中
国
残
留
邦
人
等
支
援
法
」

と
い
う
。
）
第
十
四
条
第
四
項
に
お
い
て
そ
の
例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
た
生
活
保
護
法
第
五
十
四

条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
介
護
機
関
（
同
条
第
二
項
及
び
中
国
残
留
邦
人
等
支
援
法
第

十
四
条
第
四
項
に
お
い
て
そ
の
例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
た
生
活
保
護
法
第
五
十
四
条
の
二
第
二
項

の
規
定
に
よ
り
同
条
第
一
項
の
指
定
を
受
け
た
も
の
と
み
な
さ
れ
た
介
護
機
関
を
含
む
。
）
か
ら
、

次
の
と
お
り
再
開
の
届
出
が
あ
っ
た
。 

 
 

令
和
四
年
十
一
月
二
十
九
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 
 

 
 

 

ケ
ア
プ
ラ
ン
桜 

名
称 

所
沢
市
山
口
六
八
一

―
二 

所
在
地 

居
宅
介
護
支
援 

サ
ー
ビ
ス
の
種
類 

令
和
四
年
十
二
月
一

日 

再
開
年
月
日 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
千
二
百
六
十
二
号 

生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
第
五
十
四
条
の
二
第
一
項
及
び
中
国
残

留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
並
び
に
永
住
帰
国
し
た
中
国
残
留
邦
人
等
及
び
特
定
配
偶
者
の

自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律
（
平
成
六
年
法
律
第
三
十
号
。
以
下
「
中
国
残
留
邦
人
等
支
援
法
」

と
い
う
。
）
第
十
四
条
第
四
項
に
お
い
て
そ
の
例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
た
生
活
保
護
法
第
五
十
四

条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
介
護
機
関
（
同
条
第
二
項
及
び
中
国
残
留
邦
人
等
支
援
法
第

十
四
条
第
四
項
に
お
い
て
そ
の
例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
た
生
活
保
護
法
第
五
十
四
条
の
二
第
二
項

の
規
定
に
よ
り
同
条
第
一
項
の
指
定
を
受
け
た
も
の
と
み
な
さ
れ
た
介
護
機
関
を
含
む
。
）
か
ら
、

次
の
と
お
り
廃
止
の
届
出
が
あ
っ
た
。 

 
 

令
和
四
年
十
一
月
二
十
九
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 
 

 
 

        

     

大
塚
医
院 名

称 

熊
谷
市
川
原
明
戸

五
六
九 所

在
地 

居
宅
療
養
管
理
指
導 

 

介
護
予
防
居
宅
療
養

管
理
指
導 

サ
ー
ビ
ス
の
種
類 

平
成
二
十
六
年
四
月

六
日 

廃
止
年
月
日 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
千
二
百
六
十
三
号 

 
土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
四
十
八
条
第
九
項
に
お
い
て
準
用
す

る
同
法
第
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
土
地
改
良
区
の
土
地
改
良
事
業
（
維
持
管
理
事
業
）

計
画
の
変
更
を
令
和
四
年
十
一
月
二
十
二
日
認
可
し
た
。 

 
 

令
和
四
年
十
一
月
二
十
九
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 
 

 
 

一 

名
称 

 
 

箕
和
田
用
水
土
地
改
良
区 

二 

事
務
所
の
所
在
地 

 
 

埼
玉
県
入
間
郡
毛
呂
山
町 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
千
二
百
六
十
四
号 

 
次
の
雨
水
流
出
抑
制
施
設
は
、
埼
玉
県
雨
水
流
出
抑
制
施
設
の
設
置
等
に
関
す
る
条
例
（
平
成

十
八
年
埼
玉
県
条
例
第
二
十
号
）
第
五
条
第
一
項
の
規
則
で
定
め
る
技
術
的
基
準
に
適
合
す
る
と

認
め
た
の
で
、
告
示
す
る
。 

 
 

令
和
四
年
十
一
月
二
十
九
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 
 

 
 

一 

許
可
番
号 

 
 

第
二
〇
二
一
―
三
―
〇
号 

二 

雨
水
流
出
抑
制
施
設
の
敷
地
で
あ
る
土
地
の
区
域 

 
 

埼
玉
県
上
尾
市
大
字
領
家
字
丸
山
三
十
四
番
二
外
四
筆 

三 

雨
水
流
出
抑
制
施
設
の
容
量 

 
 

容
量 

九
百
二
十
一
・
一
三
立
方
メ
ー
ト
ル 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
千
二
百
六
十
五
号 

 
春
日
部
市
か
ら
春
日
部
都
市
計
画
用
途
地
域
の
変
更
に
係
る
図
書
の
写
し
の
送
付
を
受
け
た
の

で
、
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同

法
第
二
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
当
該
図
書
の
写
し
を
埼
玉
県
都
市
整
備
部
都
市
計
画
課
に

お
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

令
和
四
年
十
一
月
二
十
九
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 
 

 
 

   



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
千
二
百
六
十
六
号 

 
春
日
部
市
か
ら
春
日
部
都
市
計
画
防
火
地
域
及
び
準
防
火
地
域
の
変
更
に
係
る
図
書
の
写
し
の

送
付
を
受
け
た
の
で
、
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お

い
て
準
用
す
る
同
法
第
二
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
当
該
図
書
の
写
し
を
埼
玉
県
都
市
整
備

部
都
市
計
画
課
に
お
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

令
和
四
年
十
一
月
二
十
九
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 
 

 
 

   



告 
 

示 

埼
玉
県
告
示
第
千
二
百
六
十
七
号 

 
春
日
部
市
か
ら
春
日
部
都
市
計
画
道
路
の
変
更
に
係
る
図
書
の
写
し
の
送
付
を
受
け
た
の
で
、

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第

二
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
当
該
図
書
の
写
し
を
埼
玉
県
都
市
整
備
部
都
市
計
画
課
に
お
い

て
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

令
和
四
年
十
一
月
二
十
九
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 
 

 
 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
千
二
百
六
十
八
号 

 
春
日
部
市
か
ら
春
日
部
都
市
計
画
地
区
計
画
の
変
更
に
係
る
図
書
の
写
し
の
送
付
を
受
け
た
の

で
、
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同

法
第
二
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
当
該
図
書
の
写
し
を
埼
玉
県
都
市
整
備
部
都
市
計
画
課
に

お
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

令
和
四
年
十
一
月
二
十
九
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 
 

 
 

   



告 
 

示 

埼
玉
県
告
示
第
千
二
百
六
十
九
号 

 
宮
代
町
か
ら
幸
手
都
市
計
画
道
路
の
変
更
に
係
る
図
書
の
写
し
の
送
付
を
受
け
た
の
で
、
都
市

計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
二
十

条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
当
該
図
書
の
写
し
を
埼
玉
県
都
市
整
備
部
都
市
計
画
課
に
お
い
て
縦

覧
に
供
す
る
。 

 
 

令
和
四
年
十
一
月
二
十
九
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 
 

 
 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
千
二
百
七
十
号 

 
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法

第
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
春
日
部
市
か
ら
春
日
部
都
市
計
画
土
地
区
画
整
理
事
業
の
変
更

に
係
る
図
書
の
写
し
の
送
付
を
受
け
た
の
で
、
同
法
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同

法
第
二
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
図
書
の
写
し
を
埼
玉
県
都
市
整
備
部
市
街
地
整
備
課
に

お
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

令
和
四
年
十
一
月
二
十
九
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 
 

 
 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
千
二
百
七
十
一
号 

 
埼
玉
県
証
紙
条
例
（
昭
和
三
十
九
年
埼
玉
県
条
例
第
六
十
三
号
）
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

る
埼
玉
県
証
紙
指
定
売
り
さ
ば
き
人
の
指
定
を
次
の
と
お
り
取
り
消
し
た
の
で
、
同
条
第
三
項
の

規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。 

 
 

令
和
四
年
十
一
月
二
十
九
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 
 

 
 

一 

埼
玉
県
証
紙
指
定
売
り
さ
ば
き
人
の
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
及
び
名
称 

 
 

埼
玉
県
越
谷
市
大
字
恩
間
九
百
七
十
二
番
地 

有
限
会
社
日
本
ユ
ー
エ
ス
ケ
ー 

二 

取
消
年
月
日 

 
 

令
和
四
年
十
一
月
三
十
日 

 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
千
二
百
七
十
二
号 

 
埼
玉
県
証
紙
条
例
（
昭
和
三
十
九
年
埼
玉
県
条
例
第
六
十
三
号
）
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

り
、
埼
玉
県
証
紙
指
定
売
り
さ
ば
き
人
を
次
の
と
お
り
指
定
し
た
の
で
、
同
条
第
三
項
の
規
定
に

よ
り
告
示
す
る
。 

令
和
四
年
十
一
月
二
十
九
日 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 

一 

埼
玉
県
証
紙
指
定
売
り
さ
ば
き
人
の
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
及
び
名
称 

 
 

埼
玉
県
所
沢
市
大
字
上
安
松
千
三
百
二
十
五
番
地
の
一 

 

 
 

株
式
会
社
Ｔ
ア
ン
ド
Ｋ 

二 

指
定
年
月
日 

 
 

令
和
四
年
十
一
月
二
十
二
日 

 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
千
二
百
七
十
三
号 

 
埼
玉
県
証
紙
条
例
（
昭
和
三
十
九
年
埼
玉
県
条
例
第
六
十
三
号
）
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

る
埼
玉
県
証
紙
指
定
売
り
さ
ば
き
人
の
指
定
を
次
の
と
お
り
取
り
消
し
た
の
で
、
同
条
第
三
項
の

規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。 

 
 

令
和
四
年
十
一
月
二
十
九
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 
 

 
 

一 

埼
玉
県
証
紙
指
定
売
り
さ
ば
き
人
の
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
及
び
名
称 

 
 

埼
玉
県
熊
谷
市
平
戸
千
五
百
八
十
四
番
地 

株
式
会
社
電
工 

二 

取
消
年
月
日 

 
 

令
和
四
年
十
一
月
二
十
四
日 

 



告

示 

埼
玉
県
秩
父
県
土
整
備
事
務
所
長
告
示
第
九
号 

 
道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
道
路
の

区
域
を
次
の
よ
う
に
変
更
す
る
。 

 

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
四
年
十
一
月
二
十
九
日
か
ら
三
十
日
間
埼
玉
県
県
土
整
備
部
道
路
環

境
課
及
び
埼
玉
県
秩
父
県
土
整
備
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

令
和
四
年
十
一
月
二
十
九
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
秩
父
県
土
整
備
事
務
所
長 

 
 

 

幸 

二 
 

 
 

一 

道
路
の
種
類 

一
般
国
道 

二 

路 

線 

名 

百
四
十
号 

三 

道
路
の
区
域 

 



 
新 旧 

旧 
新 
別 

秩
父
郡
長
瀞
町
大
字
本
野
上
字
原
二
四

九
番
一
地
先
か
ら
同
郡
同
町
大
字
本
野

上
字
六
道
二
八
二
番
一
地
先
ま
で 

秩
父
郡
長
瀞
町
大
字
本
野
上
字
原
二
四

九
番
八
地
先
か
ら
同
郡
同
町
大
字
本
野

上
字
六
道
二
八
二
番
一
地
先
ま
で 

区 
 

 
 

間 

一
四
・
七
〇
～
一
四
・
七
五 

八
・
六
〇
～
一
二
・
〇
四 

敷
地
の
幅
員 

（
メ
ー
ト
ル
） 

二
三
三
・
五
五 

延 
 

長 

（
メ
ー
ト
ル
） 

 

備 

 

 

考 



告

示 

埼
玉
県
熊
谷
県
土
整
備
事
務
所
長
告
示
第
六
号 

 
道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
道
路
の

区
域
を
次
の
よ
う
に
変
更
す
る
。 

 

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
四
年
十
一
月
二
十
九
日
か
ら
三
十
日
間
埼
玉
県
県
土
整
備
部
道
路
環

境
課
及
び
埼
玉
県
熊
谷
県
土
整
備
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

令
和
四
年
十
一
月
二
十
九
日 

埼
玉
県
熊
谷
県
土
整
備
事
務
所
長 

小 

高 
 

 

巌 
 

 
 

一 

道
路
の
種
類 

県
道 

二 

路 

線 

名 

熊
谷
寄
居
線 

三 

道
路
の
区
域 



 

新 旧 

旧 

新 
別 

深
谷
市
畠
山
字
馬
場
一
八
三
三
番
地
先
か
ら 

深
谷
市
畠
山
字
馬
場
一
八
五
三
番
三
地
先
ま
で 

区 
 
 
 

間 

   
 

一
二
・
〇
〇
～
一
二
・
〇
〇 

     
 

七
・
八
七
～
八
・
〇
〇 

敷
地
の
幅
員 

（
メ
ー
ト
ル
） 

四
二
・
六
三 

延 
 

長 

（
メ
ー
ト
ル
） 

 
 

備 

 

 

考 



告

示 

埼
玉
県
熊
谷
県
土
整
備
事
務
所
長
告
示
第
七
号 

 
道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
道
路
の

区
域
を
次
の
よ
う
に
変
更
す
る
。 

 

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
四
年
十
一
月
二
十
九
日
か
ら
三
十
日
間
埼
玉
県
県
土
整
備
部
道
路
環

境
課
及
び
埼
玉
県
熊
谷
県
土
整
備
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

令
和
四
年
十
一
月
二
十
九
日 

埼
玉
県
熊
谷
県
土
整
備
事
務
所
長 

小 

高 
 

 

巌 

一 

道
路
の
種
類 

県
道 

二 

路 

線 

名 

弁
財
深
谷
線 

三 

道
路
の
区
域 



 

新 旧 

旧 

新 

別 

深
谷
市
東
方
字
入
郷
一
八
二
七
番
五
地
先
か
ら 

同
市
東
方
字
入
郷
一
八
二
七
番
五
地
先
ま
で 

深
谷
市
東
方
字
入
郷
一
八
二
七
番
一
地
先
か
ら 

同
市
東
方
字
入
郷
一
八
二
七
番
一
地
先
ま
で 

区 
 
 
 

間 

   

二
二
・
◯
六 

    

二
五
・
四
六
～
二
六
・
二
六 

敷
地
の
幅
員 

（
メ
ー
ト
ル
） 

二
八
・
◯
◯ 

延 
 

長 

（
メ
ー
ト
ル
） 

 
 

備 

 

 

考 



埼玉県公安委員会告示第199号                                                  

 道路交通法（昭和35年法律第105号）第108条の32の２第１項の規定により認定した者から、

運転免許取得者等教育の認定に関する規則（平成12年国家公安委員会規則第４号）第７条第１

項の規定に基づく変更の届出があったので、同条第２項の規定により公示する。 

  令和４年11月29日 

 埼玉県公安委員会委員長 桐 澤 重 彦   

施設の名称 変 更 事 項 変  更  前 変  更  後 

川越自動車学校 代表者の氏名 荻原 聡彦 横塚 元樹 

 



告

示 

埼
玉
県
選
管
告
示
第
七
十
二
号 

 
公
職
選
挙
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
五
年
政
令
第
八
十
九
号
）
第
五
十
五
条
第
二
項
及
び
第
四
項

第
二
号
（
他
の
政
令
に
お
い
て
準
用
し
、
又
は
例
に
よ
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
不
在
者

投
票
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
施
設
を
次
の
と
お
り
指
定
し
た
。 

 
 

令
和
四
年
十
一
月
二
十
九
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長 

岡 

田 

昭 

文 
 

 
 

  

病
院 

老
人
ホ
ー
ム 

老
人
ホ
ー
ム 

病
院 

老
人
ホ
ー
ム 

種 
 

別 

一
般
財
団
法
人 

関
東
厚
生
福
祉
会 

朝
霞
厚
生
病
院 

社
会
福
祉
法
人 

苗
場
福
祉
会 

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム 

け
や
き
野
の
森 
 

ユ
ニ
ッ
ト
型 

社
会
福
祉
法
人 

苗
場
福
祉
会 

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム 

け
や
き
野
の
森 

 

従
来
型 

医
療
法
人
社
団 

葵
会 

介
護
老
人
保
健
施
設 

葵
の
園
・
越
谷
レ
イ

ク
タ
ウ
ン 

社
会
福
祉
法
人 

藤
香
会 

ケ
ア
ハ
ウ
ス 

藤
の
郷 

施
設
の
開
設
主
体
及
び
名
称 

埼
玉
県
朝
霞
市
大
字
浜
崎
七
百
三
番

地 埼
玉
県
入
間
市
下
藤
沢
千
百
四
十
番

一 埼
玉
県
入
間
市
下
藤
沢
千
百
四
十
番

一 埼
玉
県
越
谷
市
東
町
五
丁
目
百
五
十

五
番
地
一 

埼
玉
県
秩
父
市
日
野
田
町
二
丁
目
二

十
二
番
三
十
号 

所 
 

在 
 

地 
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